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主 な 記 事 
決算特集…235億円の使いみち 2面 
安定給水に努める（水道事業） 3面 
民生委員・児童委員を改選 4面 
大住中がクリスマスコンサート 4面 
年末・年始休所のお知らせ 4面 

DDDDD DDDDD

男  28，424人（+10） 
平成13年12月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  29，107人（-20） 
合計  57，531人（-10） 

世帯数  20，784世帯（+11） 

古紙配合率100％再生紙を
使用しています

会 計 区 分  

合 計  

一 般 会 計  

1,034,328 （21,755） 
17,980

89,156

33,226,444 （1,351,254） 
364,422

2,571,469 （50,450） 
0

22,341,58623,514,393 （1,172,807） 
240,200 

3,7683,933

22,304

3,356,203

2,634,658

歳 出  実質収支額 歳 入  

介 護 保 険  

農業集落排水事業 

公共下水道事業 

松 井 財 産 区  

休日応急診療所 

老 人 保 健  

特

別

会

計

 

国民健康保険 

■各会計の収支状況 （　）内は差引額　   単位：千円 

1,012,573

88,664

31,875,190

2,521,019

21,010

3,326,294

2,560,276

（165） 
165 

（29,909） 
29,909 

（74,382） 
74,382 
（1,294） 
1,294 

（492） 
492 

昨
年
度
、
京
田
辺
市
に
は
ど
こ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
入
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
…
…
平
成
１２

年
度
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
と
も
黒
字
で
す
が
、
依
然
厳
し
い
台
所
事
情
が

続
く
な
か
で
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
率
的
に
活
用
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
多
く
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
が
２
３
５
億
１
千
４
３
９
万

３
千
円
に
対
し
、
歳
出
は
２
２

３
億
４
千
１
５
８
万
６
千
円
。

こ
の
う
ち
次
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
９
億
３
千
２
６
０
万

７
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
２
億
４
千
２０
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算
も

下
表
の
と
お
り
で
す
。
全
て
の

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す 

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す 

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す 

『
♪
も
う
い
く
つ
寝
る
と
　
お
正
月
…
…
』

新
し
い
年
ま
で
あ
と
約
半
月
と
迫
っ
た
１２
月

１１
日
、
薪
幼
稚
園
で
恒
例
の
「
お
餅
つ
き
」

が
、
園
児
と
そ
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
た

ち
１
０
０
人
が
参
加
し
て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
＝
写
真
）

当
日
は
北
風
が
吹
く
肌
寒
い
天
気
。
園
児

た
ち
は
寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
「
き
ね
」

と
「
う
す
」
を
使
っ
て
約
１８
�

の
餅
米
を
つ

き
あ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
園
児
に
お
餅
の
作
り
方
と
昔
な

が
ら
の
行
事
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ

れ
た
も
の
。

園
児
た
ち
は
「
き
ね
が
重
た
い
」「
お
餅
、

大
好
き
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
つ
き
た
て
の

餅
を
ほ
お
張
り
、
一
足
早
く
お
正
月
気
分
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
き
た
て
の
餅
を
ほ
お
張
る

地 球 は 
み 

地 球 は 
み ん な の 宝 物 ん な の 宝 物 6

～地球環境問題を考えよう～ 
シリーズ 

豊
か
な
生
活
が
環
境
を
悪
化

１２
年
度
の
決
算

一
般
会
計
は
２
億
4020
万
円
の
黒
字

会
計
（
松
井
財
産
区
・
老
人
保

健
・
国
民
健
康
保
険
・
休
日
応

急
診
療
所
・
公
共
下
水
道
事

業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・
介

護
保
険
）
で
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
水
道
事
業
会
計
は
３
面
に
、

平
成
１２
年
度
の
主
な
事
業
の
あ

ら
ま
し
は
２
・
３
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
と
な
る
、

今
月
は
「
悪
化
す
る
地
球
環
境
」

で
す
。

森
林
は
、
世
界
の
広
範
な
地

域
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
熱
帯
地
方
に
あ
る
森
林

の
急
激
な
減
少
で
す
。
ま
た
、

シ
ベ
リ
ア
な
ど
の
針
葉
樹
林
地

帯
の
森
林
減
少
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
生
物
が
住
ん
で

い
る
森
林
は
、
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
し
て
酸
素
を
作
る
大
事
な

働
き
も
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

人
間
が
木
を
切
り
出
し
た
り
す

る
た
め
に
、
森
林
は
ど
ん
ど
ん

減
少
し
て
い
ま
す
。
世
界
中
で

毎
日
、
約
４
〜
５
�
（
東
京

ド
ー
ム
約
１
個
分
）
の
森
が
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

先
進
国
な
ど
で
は
有
害
な
ご

み
を
他
の
国
へ
輸
送
し
た
り
、

勝
手
に
廃
棄
し
た
り
す
る
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
。
有
害
廃
棄

物
の
越
境
移
動
は
１
９
８
０
年

代
後
半
に
な
っ
て
、
ア
フ
リ
カ

海
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
母

体
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人

間
活
動
に
よ
る
負
荷
を
最
終
的

に
受
け
入
れ
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。
船
舶
な
ど
か
ら
直
接
海
に

排
出
さ
れ
る
汚
染
物
質
や
廃
棄

物
だ
け
で
な
く
、
河
川
を
通
じ

て
、
あ
る
い
は
直
接
的
な
廃
棄

物
の
海
洋
投
棄
に
よ
っ
て
陸
上

の
経
済
活
動
の
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。

海
洋
の
汚
染
は
、
食
物
連
鎖

を
通
じ
て
魚
介
類
を
食
料
と
す

る
人
間
に
も
直
接
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

や
南
米
諸
国
に
急
速
に
広
が
り

始
め
ま
し
た
。
わ
が
国
で
も
、

平
成
１１
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の

廃
棄
物
違
法
輸
出
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ご
み
を
受
け
入

れ
た
国
で
は
、
人
々
の
暮
ら
し

や
自
然
環
境
に
悪
い
影
響
が
で

て
い
ま
す
。

使
い
、
捨
て
る
暮
ら
し
方
に
大

き
な
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
在
の

「
便
利
で
豊
か
な
生
活
」
が
地

球
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
す
。

酸
性
雨
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

な
ど
、
地
球
の
環
境
は
急
激
な

勢
い
で
悪
化
し
て
い
ま
す
。
深

い
海
の
底
か
ら
大
気
圏
ま
で
、

地
球
規
模
の
問
題
に
は
国
境
が

あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
私
た
ち
に
は
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
生
活
を
見
つ
め
、

途
上
国
で
は
急
激
に
工
業
化

や
都
市
化
が
進
み
、
公
害
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

途
上
国
に
は
公
害
を
出
さ
な
い

よ
う
に
す
る
技
術
や
資
本
が
少

な
い
た
め
、
た
く
さ
ん
の
人
や

生
き
物
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

日
本
な
ど
の
先
進
国
の
助
け
が

必
要
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
地
球
の
環
境
問
題

は
、
た
く
さ
ん
の
物
を
作
り
、

考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。お

わ
り

【
参
考
資
料
】

▼
平
成
１２
年
度
版
図
で
見
る

「
環
境
白
書
」：

環
境
庁
▼
み

ん
な
で
地
球
環
境
問
題
を
考
え

よ
う
�：

東
京
法
規
出
版
▼
地

球
は
み
ん
な
の
宝
物
・
京
都
の

自
然
発
見
２
０
０
１：

京
都
府

▼
６
％
削
減
　
今
な
ら
で
き

る
。
今
し
か
な
い
。
シ
リ
ー
ズ

�：

環
境
省
▼
環
境
政
策
学：

中
央
法
規
出
版

地
球
は
、
多
種
多
様
な
生
き

物
が
共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

豊
か
な
自
然
環
境
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
野
生
生
物

が
住
め
る
場
所
が
奪
わ
れ
た

り
、
汚
さ
れ
た
り
し
て
、
絶
滅

す
る
生
物
が
急
激
に
増
え
て
い

ま
す
。

種
の
絶
滅
の
主
な
原
因
と
し

て
は
、
種
の
移
入
、
生
息
・
生

育
地
の
減
少
、
狩
猟
と
意
図
的

な
根
絶
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
装
飾
品
や
ペ
ッ

ト
・
医
薬
品
と
し
て
の
需
要
も

あ
る
た
め
密
輸
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
野
生
生
物
種

は
、
一
度
絶
滅
し
て
し
ま
う
と

二
度
と
そ
の
種
類
の
生
物
に
会

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

生
物
多
様
性
は
、
生
態
系
の

健
全
さ
を
示
し
て
お
り
、
逆
に

一
部
で
あ
っ
て
も
多
様
性
が
失

わ
れ
る
こ
と
は
、
生
態
系
全
体

が
損
な
わ
れ
る
兆
し
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

森
林
や
草
原
が
、
植
物
の
育

た
な
い
土
地
に
変
化
す
る
現
象

を
砂
漠
化
と
い
い
ま
す
。

砂
漠
化
の
原
因
と
し
て
、
伐

採
や
無
計
画
な
焼
き
畑
、
放
牧

す
る
家
畜
が
多
す
ぎ
る
こ
と
な

ど
が
原
因
で
砂
漠
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
い
っ
た
ん
砂
漠
に

な
っ
て
し
ま
う
と
元
に
戻
す
の

は
大
変
難
し
く
、
気
候
も
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
砂
漠
化
の
影
響

と
し
て
、
大
干
ば
つ
が
発
生
し
、

多
数
の
人
命
や
家
畜
が
失
わ
れ

る
と
と
も
に
、
環
境
難
民
が
広

い
地
域
で
発
生
し
ま
す
。

森
林
の
減
少

森
林
の
減
少 

有
害
廃
棄
物
の 

越
境
移
動 

海
洋
汚
染 

途
上
国
の 

公
害
問
題 

森
林
の
減
少 

野
生
生
物
種
の 

減
少 

砂
漠
化 

森
林
の
減
少 

有
害
廃
棄
物
の

有
害
廃
棄
物
の 

越
境
移
動

越
境
移
動 

海
洋
汚
染 

途
上
国
の 

公
害
問
題 

有
害
廃
棄
物
の 

越
境
移
動 

野
生
生
物
種
の 

減
少 

砂
漠
化 

森
林
の
減
少 

有
害
廃
棄
物
の 

越
境
移
動 

海
洋
汚
染

海
洋
汚
染 

途
上
国
の 

公
害
問
題 

海
洋
汚
染 

野
生
生
物
種
の 

減
少 

砂
漠
化 

森
林
の
減
少 

有
害
廃
棄
物
の 

越
境
移
動 

海
洋
汚
染 

途
上
国
の 

公
害
問
題 

野
生
生
物
種
の

野
生
生
物
種
の 

減
少
減
少 

野
生
生
物
種
の 

減
少 

砂
漠
化 

森
林
の
減
少 

有
害
廃
棄
物
の 

越
境
移
動 

海
洋
汚
染 

途
上
国
の

途
上
国
の 

公
害
問
題

公
害
問
題 

途
上
国
の 

公
害
問
題 

野
生
生
物
種
の 

減
少 

砂
漠
化 

森
林
の
減
少 

有
害
廃
棄
物
の 

越
境
移
動 

海
洋
汚
染 

途
上
国
の 

公
害
問
題 

野
生
生
物
種
の 

減
少 

砂
漠
化

砂
漠
化 

砂
漠
化 

薪幼稚園
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター）

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。
　お気軽にお越し下さい。 

悪質業者に御用心！
貸金業（消費者金融）を営む者は、都道府県知事ま

たは財務局長の登録を受けなければならないことに
なっています。無登録で営業し、高い金利をとったり、
暴力的な取り立てをする業者には注意しましょう。
また、返済に困っている多重債務者をターゲットに

した悪質業者も問題となっています。

スポーツ新聞や折り込み広告
で、「他社で断られた方にもすぐ
にご融資します。」などといった
おとりの広告を出し、多重債務者
を呼び込み、「あなたの信用状態
は良くない。当社では貸せないの
でほかの店を紹介する。」などと
偽り、借入額の10～50�を紹介
料と称してだまし取ります。

紹
介
屋

クレジットカードで商品を
次々と買わせ、それらを定価の
30～50�ぐらいの金額で買い取
り、下取り業者に転売して利益
を得ています。
申込者は、一時的には現金が

入りますが、クレジット会社か
ら請求が来るので、債務が膨ら
むことになります。

買
取
屋

聞いて
 

聞いて
 

シリーズ 
5

消
費
生
活
相
談

『
お
か
し
い
な
ぁ
』
そ
う

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
「
消
費
生

活
窓
口
相
談
」
へ
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。
消
費
生
活
専

門
相
談
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
苦

情
を
受
け
た
り
、
情
報
提
供

す
る
こ
と
で
、
被
害
の
未
然

１２
月
６
日
の
市
議
会
定
例
会

で
議
会
は
、
人
権
擁
護
委
員
に

小
畠
壽
子
さ
ん
（
６１
）
＝
大
住

関
屋
＝
と
川
端
惠
美
子
さ
ん

（
７３
）
＝
三
山
木
谷
垣
内
＝
の

両
氏
を
適
任
と
し
ま
し
た
。

市
は
こ
れ
を
受
け
て
、
両
氏

を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
、
法
務
大
臣
に
推
せ
ん
し

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

小
畠
・
川
端
両
氏
を
推
せ
ん

水
道
事
業
は
、
給
水
人
口
の

増
加
と
生
活
様
式
の
多
様
化
に

伴
う
水
需
要
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
９
年
度
か
ら
上

水
道
第
７
次
拡
張
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
１２
年
度
は
田
辺
西

工
業
地
区
上
水
道
整
備
事
業
と

し
て
、
田
辺
高
区
配
水
池
建
設

工
事
や
老
朽
化
し
た
配
水
管
の

布
設
替
な
ど
を
計
画
的
に
行
う

と
と
も
に
、
大
住
地
域
へ
の
安

定
給
水
の
た
め
の
改
良
工
事
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
下

水
道
事
業
な
ど
に
伴
う
配
水
管

の
移
設
工
事
や
住
宅
地
開
発
な

ど
に
伴
う
配
水
管
布
設
工
事
な

ど
も
行
い
ま
し
た
。

１２
年
度
末
の
給
水
人
口
は
、

５
万
６
千
３
５
９
人
（
１
万
６

千
３
５
１
件
）
で
、
水
道
普
及

率
は
９９
・
３
�
、
年
間
総
配
水

量
は
７
４
６
万
４
千
４
０
８
立

方
�
（
▼
自
己
水
…
４
６
０
万

６
千
７
８
１
立
方
�
〈
６１
・
７

�
〉
▼
府
営
水
…
２
８
５
万
７

千
６
２
７
立
方
�
〈
３８
・
３
�

〉
）
で
し
た
。

水
道
事
業
収
益
は
１５
億
１
千

８
６
６
万
７
千
１
５
０
円
で
前

年
度
と
比
べ
、
２
千
９
６
３
万

４
千
７
８
２
円
（
２
・
０
�
）

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
営
業

収
益
は
給
水
収
益
の
増
加
に

よ
っ
て
２
千
４
８
０
万
３
千
２

７
１
円
（
２
・
３
�
）
増
加
。

営
業
外
収
益
は
基
金
補
助
金
の

増
加
に
よ
り
３
２
６
万
８
千
３

９
７
円
（
０
・
８
�
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
費
用
は
１４
億
９
千

７
３
７
万
１
千
９
７
５
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
１
千
８
０
４
万

１
千
４
５
円
（
１
・
２
�
）
の

増
。
営
業
費
用
は
、
原
水
お
よ

び
浄
水
費
・
配
水
お
よ
び
給
水

費
の
増
加
に
よ
り
３
千
９
０
６

万
９
千
４
１
２
円
（
３
・
２
�
）

増
え
、
１２
億
４
千
８
４
３
万
８

千
４
０
５
円
と
な
り
ま
し
た
。

営
業
外
費
用
は
積
立
金
の
減
少

に
よ
り
２
千
２６
万
３
千
５
２
３

円
（
７
・
６
�
）
減
少
し
、
２

億
４
千
８
０
４
万
６
千
６
４
１

円
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
利
益
は
１
５
６
万
３
千

１
１
４
円
の
固
定
資
産
売
却
益

が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
損
失
は
、
８８
万
６
千
９

２
９
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
７６

万
４
千
８
４
４
円
減
少
し
ま
し

た
。資

本
的
収
入
は
７
億
７
５
７

万
３
千
８
４
８
円
で
資
本
的
支

出
は
９
億
１
千
９
１
９
万
８
千

７
７
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

安
定
給
水
に
努
め
る

安
定
給
水
に
努
め
る 

安
定
給
水
に
努
め
る 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に 
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に 
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に 
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に 

平成12年度 
歳入決算額 
23,514,393千円 

国 ・ 府 
か 

ら 
の 

交 

付 

府支出金 
1,155,673千円 
4.9%

※本表は各項目において表示単位未満を四捨五入したもので、合計に一致しない場合があります。 

歳入の状況 

市債 
3,000,900千円 

12.8%

地方交付税 
3,346,311千円 

14.2%
国庫支出金 
2,782,016千円 
11.8%

市税 
8,145,497千円 
34.6%

市税 
8,145,497千円 
34.6%

地方譲与税 
172,399千円　0.7%
地方譲与税 
172,399千円　0.7%
利子割交付金 
429,132千円　1.8%
ゴルフ場利用税交付金 
29,283千円　0.1%
自動車取得税交付金 
156,949千円　0.7%
国有提供施設等所在 
市町村助成交付金 
11,926千円　0.1%
交通安全対策特別交付金 
10,905千円　0.1%
特別地方消費税交付金 
1,122千円　0.0%

地方消費税交付金 
468,149千円　2.0%
地方特例交付金 
303,155千円　1.3%

諸収入 
618,294千円 
2.6%

繰越金 
418,570千円 
1.8%

寄附金 
441,347千円 
　　　1.9%

繰入金 
1,230,927千円 
　　　5.2%
財産収入 
182,717千円 
　　　0.8%

分担金及び負担金 
198,556千円　0.8%
使用料及び手数料 
410,566千円　1.8%

市 

で 
の 

収 

市 

で 
の 

収 
徴 徴 

ど ど な な 

0
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10年度 11年度 12年度 

（億円） 
一般会計歳出決算額の推移 
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２
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円
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２
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2
3
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億
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1
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4
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万
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円

万
６
千
円
 

1
8
1
億
8
6
8
7
万
２
千
円
 

2
0
0
億
9
4
3
7
万
２
千
円
 

2
2
3
億
4
1
5
8
万
６
千
円
 

歳出の状況 

議会費 
209,784千円　 1.0%
労働費 
17,441千円　　0.1%
商工費 
63,899千円　　0.3%
諸支出金 
299千円　　  　0.0%

民生費 
3,626,693 

千円 
16.2%土木費 

6,441,218千円 

総務費総務費 
2,792,315千円 
12.5%

衛生費衛生費 
2,598,295千円 
　　　　11.6%

総務費 
2,792,315千円 
12.5%

衛生費 
2,598,295千円 
　　11.6%

教育費教育費 
2,257,911千円 

10.1%

公債費公債費 
2,594,268 

千円 
11.6%

教育費 
2,257,911千円 

10.1%

公債費 
2,594,268 

千円 
11.6%

消防費 
1,166,095千円 
5.2%

28.8%

農林水産業費 
573,369千円　2.6%

平成12年度 
歳出決算額 

22,341,586千円 

※本表は各項目において表示単位未満を四捨五入したもので、合計に一致しない場合があります。 

歳出総額を1万円に換算すると… （円） 

278

104

2,384

557

51

9

10年度 科 目  11年度 

1,053

1,931

1,574

1,103

123

1,217

2,053

308

1,373総 務 費  

2,075

994 909

1,170

76

57

547

そ の 他  

29

1,161

94

522

2,883

1,011

8

1,249

12年度 

257

1,163

1,623

商 工 費  

0

労 働 費  

土 木 費  

民 生 費  

農林水産業費 

衛 生 費  

議 会 費  

消 防 費  

477

公 債 費  

教 育 費  

生活環境と都市基盤の整備 生活環境と都市基盤の整備 
平
成
１２
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
は
、
１１
年
度
よ
り
３０
億
１
４

５
万
２
千
円
（
対
前
年
度
比

１４
・
６
�
）
増
え
、
２
３
５
億

１
千
４
３
９
万
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

全
収
入
の
３４
・
６
�
を
占
め

る
市
税
収
入
は
８１
億
４
千
５
４

９
万
７
千
円
で
、
前
年
度
よ
り

６
千
５
９
９
万
２
千
円
（
同

０
・
８
�
）
増
え
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
市
民
税
が
３７
億

２
千
４
４
１
万
８
千
円
（
同

０
・
１
�
減
）、
固
定
資
産
税

が
３４
億
５
千
２
７
５
万
４
千
円

（
同
１
・
４
�
増
）、
都
市
計
画

税
が
６
億
２
千
４
５
３
万
５
千

円
（
同
２
・
７
�
増
）、
市
た

ば
こ
税
が
２
億
７
千
８
２
０
万

６
千
円
（
同
２
・
４
�
増
）
で

す
。市

税
以
外
の
主
な
収
入
で
は

地
方
交
付
税
が
３３
億
４
千
６
３

１
万
１
千
円
（
同
２
・
２
�

増
）、
国
か
ら
の
支
出
金
が
２７

億
８
千
２
０
１
万
６
千
円
（
同

１１
・
４
�
増
）、
府
か
ら
の
支

出
金
が
１１
億
５
千
５
６
７
万
３

千
円
（
同
３７
・
８
�
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
な
ど
か
ら
事
業
資
金
と
し

て
長
期
融
資
を
受
け
た
市
債
は

３０
億
９０
万
円
（
同
４９
・
４
�
増
）

で
す
。

歳
出
は
２
２
３
億
４
千
１
５

８
万
６
千
円
で
１１
年
度
よ
り
２２

億
４
千
７
２
１
万
４
千
円
（
対

前
年
度
比
１１
・
２
�
）
増
え
ま

し
た
。

主
な
歳
出
は
、
都
市
基
盤
整

備
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
７０
億

１
千
５
２
３
万
６
千
円
で
支
出

全
体
の
３１
・
４
�
を
占
め
て
い

ま
す
。
消
費
的
経
費
の
う
ち
人

件
費
は
５４
億
１
千
８
２
万
４
千

円
（
全
支
出
の
２４
・
２
�
）、

備
品
購
入
や
管
理
運
営
な
ど
の

物
件
費
が
２１
億
７
千
８
７
５
万

５
千
円
（
同
９
・
８
�
）。

こ
の
ほ
か
、
地
方
債
の
元
金

償
還
金
や
利
子
な
ど
の
支
払
い

に
要
す
る
経
費
と
な
る
公
債
費

が
２５
億
９
千
４
２
６
万
８
千
円

（
同
１１
・
６
�
）、
各
種
積
立
金

が
１１
億
５
千
８
６
０
万
４
千
円

（
同
５
・
２
�
）
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
１２
年
度
に
行
っ
た
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
市
民
に
平
和
の
尊
さ
を
訴

え
る
と
と
も
に
平
和
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
８
月
に
「
平

和
の
つ
ど
い
・
平
和
展
」
を
開

い
た◇

市
の
行
政
施
策
を
よ
り
き

め
細
か
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
よ
う
と
平
成
１２
年

１０
月
か
ら
広
報
紙
を
月
２
回
発

行
に
し
た

◇
多
様
な
産
業
が
い
き
づ
く

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
工

業
系
を
主
体
と
し
た
調
和
の
と

れ
た
土
地
利
用
を
図
ろ
う
と
土

地
利
用
調
整
計
画
の
策
定
を
進

め
た◇

防
犯
灯
へ
の
電
気
代
補
助

や
交
通
安
全
灯
・
バ
ス
待
合
所

◇
各
種
福
祉
団
体
へ
助
成

し
、
育
成
を
図
る
と
と
も
に
活

動
の
充
実
を
援
助

◇
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め

各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
社

会
福
祉
協
議
会
に
補
助
す
る
と

と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
は
じ
め
各
種
事
業

を
強
化
す
る
た
め
支
援
を
行
っ

た
◇
障
害
者
・
母
子
家
庭
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
を
す
る
た

め
、
医
療
費
を
助
成
し
た

◇
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
の
あ
る
高
齢
者
世
帯
に
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
在
宅

福
祉
の
向
上
に
努
め
た

◇
高
齢
者
福
祉
の
増
進
な
ど

の
た
め
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
対
し
て
、
高
年
齢
者
能

力
活
用
事
業
の
経
費
の
一
部
を

補
助

◇
「
京
た
な
べ
女
性
週
間
」

な
ど
を
開
き
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
啓
発
を

行
っ
た

◇
少
子
化
問
題
に
対
応
し
児

童
育
成
関
連
施
策
を
総
合
・
計

画
的
に
進
め
る
た
め
児
童
育
成

計
画
を
定
め
た

◇
児
童
が
健
や
か
に
生
ま
れ

育
つ
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
児
童
福
祉
週
間
を
設
定
し
、

各
種
事
業
を
行
っ
た

◇
乳
幼
児
（
３
歳
未
満
児
）

の
健
康
保
持
の
た
め
医
療
費
を

助
成
し
た

◇
各
種
健
康
診
査
や
検
診
・

予
防
接
種
・
健
康
相
談
の
実
施

◇
５
・
９
月
に
環
境
美
化
に

対
す
る
市
民
の
意
識
高
揚
を
図

ろ
う
と
市
民
一
斉
清
掃
を
行
っ

た

◇
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南

備
園
に
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
か
ら

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
取
り
除
く
ろ

過
式
集
じ
ん
器
（
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
）
を
取
り
付
け
た

◇
家
庭
用
生
ご
み
自
家
処
理

容
器
設
置
費
の
補
助
や
再
生
資

源
を
回
収
す
る
団
体
へ
補
助
を

し
た

◇
自
転
車
な
ど
の
駐
輪
秩
序

を
確
立
す
る
た
め
自
転
車
駐
輪

場
を
管
理
・
運
営
し
、
市
民
の

利
便
を
図
っ
た

◇
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
内

の
自
転
車
撤
去
を
行
い
、
交
通

の
円
滑
化
と
環
境
整
備
を
行
っ

た
◇
市
の
特
産
物
で
あ
る
茶
・

ナ
ス
の
生
産
技
術
お
よ
び
品
質

の
向
上
の
た
め
、
茶
永
久
棚
な

ど
の
資
材
や
ナ
ス
な
ど
の
共
同

出
荷
推
進
に
伴
う
苗
の
購
入
な

ど
施
設
園
芸
を
進
め
る
た
め
の

ビ
ニ
ー
ル
張
り
替
え
時
に
補
助

を
行
い
、
特
産
物
の
育
成
を

行
っ
た

◇
農
道
・
水
路
な
ど
の
農
業

基
盤
を
整
備
し
、
生
産
性
の
向

上
に
よ
り
農
業
経
営
の
発
展
・

拡
大
を
図
っ
た

◇
国
産
材
の
普
及
や
需
要
を

拡
大
す
る
た
め
、
親
子
木
工
教

室
を
開
催

◇
記
念
植
樹
祭
の
開
催
や
誕

生
記
念
樹
を
配
布
し
た

◇
く
ら
し
の
フ
ェ
ア
２
０
０

０
を
開
き
、
く
ら
し
の
中
の
諸

問
題
に
対
す
る
認
識
を
一
層
深

め
、
市
民
が
ふ
れ
あ
う
場
を
提

供
し
た

◇
消
費
者
被
害
の
拡
大
防
止

や
未
然
防
止
の
た
め
、
毎
週
１

回
消
費
生
活
相
談
を
開
設
し
、

相
談
・
苦
情
の
解
決
に
努
め
た

◇
新
田
辺
東
商
店
街
事
業
協

同
組
合
が
行
う
、
商
店
街
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
に
補

助
金
を
交
付
し
、
地
域
商
業
の

活
性
化
を
図
っ
た

◇
市
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

◇
市
民
の
通
行
・
交
通
の
安

全
確
保
を
し
よ
う
と
市
道
の
整

備
・
改
良
・
補
修
お
よ
び
除

草
・
街
路
樹
の
せ
ん
定
を
行
っ

た
◇
河
川
改
修
を
行
い
、
出
水

時
の
住
宅
地
や
農
地
へ
の
浸
水

防
止
を
図
っ
た

◇
三
山
木
地
区
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
で
鉄
道
の
高
架
化

工
事
の
支
障
と
な
る
建
物
の
移

転
を
行
っ
た

◇
京
田
辺
駅
自
由
通
路
・
駅

舎
橋
上
化
整
備
事
業
、
片
町
線

高
速
化
・
輸
送
力
増
強
整
備
事

業
と
し
て
駅
舎
橋
上
化
や
自
由

通
路
の
整
備
を
進
め
た

◇
田
辺
公
園
野
球
場
の
防
球

ネ
ッ
ト
を
整
備
し
た

◇
市
営
住
宅
一
休
ケ
丘
団
地

の
造
成
工
事
を
行
っ
た

◇
寝
た
き
り
老
人
・
身
体
障

害
者
へ
の
防
火
訪
問
点
検
を
行

い
、
火
災
警
報
器
（
煙
感
知
器
）

を
設
置
し
た

◇
市
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園

で
防
火
教
室
を
開
催
。
幼
児
期

の
防
火
教
育
の
啓
発
に
努
め
た

◇
市
民
や
事
業
所
を
対
象
に

普
通
救
命
救
急
講
習
会
な
ど
を

開
い
た

◇
救
急
体
制
の
整
備
を
図
る

た
め
高
規
格
救
急
車
の
更
新
と

現
場
指
揮
広
報
車
を
配
置
し
た

◇
災
害
時
の
防
災
関
係
機
関

な
ど
と
の
連
絡
体
制
の
確
立
と

市
民
へ
の
情
報
伝
達
を
図
る
た

め
防
災
無
線
を
整
備
し
た

◇
松
井
ケ
丘
小
学
校
の
校
舎

増
築
工
事
を
行
っ
た

◇
生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学

習
活
動
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

同
志
社
大
学
と
連
携
し
た
講
座

「
京
た
な
べ
・
同
志
社
ヒ
ュ
ー

マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
講

◇
学
校
週
５
日
制
の
趣
旨
を

踏
ま
え
地
域
の
自
然
・
産
業
を

生
か
し
た
体
験
学
習
や
世
代
間

交
流
を
目
的
に
ふ
る
さ
と
体
験

学
習
を
開
い
た

◇
図
書
館
資
料
の
充
実
に
努

め
、
約
１
万
冊
を
購
入
し
、
蔵

書
数
は
約
２４
万
冊
に
な
っ
た
。

年
間
貸
出
冊
数
は
約
４８
万
冊

で
、
市
民
１
人
あ
た
り
８
・
５

冊
を
貸
し
出
し
た

◇
来
年
秋
に
開
館
予
定
の

（
仮
称
）
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

の
基
本
・
実
施
設
計
を
行
っ
た

◇
公
園
プ
ー
ル
無
料
開
放
や

野
外
活
動
の
つ
ど
い
な
ど
を
開

き
、
日
常
生
活
に
定
着
し
た
健

康
・
体
力
づ
く
り
を
進
め
た

◇
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ

て
、
市
民
が
生
涯
健
康
で
充
実

し
た
生
活
を
送
り
、
親
睦
を
図

る
た
め
、
年
齢
や
体
力
・
目
的

に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講

習
会
・
相
談
な
ど
を
行
っ
た

上
屋
の
新
設
な
ど
防
犯
・
交
通

安
全
施
設
の
整
備
を
行
っ
た

◇
年
々
、
複
雑
化
す
る
市
民

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
毎

月
１
回
開
催
し
た

防
止
を
図
り
、
消
費
者
の
手

助
け
を
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜

日
の
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
０
６

会
議
室

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興

課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

歳
入 

歳
出
歳
出 
歳
出 

歳
入
歳
入 

歳
入 

歳
出 

総
務
費

総
務
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費

民
生
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費

労
働
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費

衛
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費

商
工
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費

土
木
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費 

め
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費 

教
育
費

教
育
費 

教
育
費 

総
務
費 

民
生
費 

衛
生
費 

労
働
費 

農
林
水
産
業
費 

商
工
費 

土
木
費 

消
防
費

消
防
費 

消
防
費 

教
育
費 

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に

235
億
円
の
使
い
み
ち

個性ある住みよいまちづくり
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
交
換
な
ど

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

笑顔が絶えることのない楽しい生活を（昨年の10月28日
に行われた保育のつどい）

田辺西工業地区上水道整備事業の一環として建設
された田辺高区配水池

平成14年3月の完成に向け駅舎橋上化などの工事が進む
JR京田辺駅

水道事業

もう 
いらなく 
なったよ 

ゆずって 
ほしいな 

市 内 の で き ご と 、
ニュース、催しなどが
あるときは、お知らせ
ください 

広報広聴課 
（�64-1320） 

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 
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守
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大住ケ丘4-15-8

喜多美代子 

伊藤佐代子 
伊田睦子  
大崎雅美  

草島惠子  
山崎匡子  

D橋圭子  
中川雅義  

三山木野神16
普賢寺公家谷108

草内鐘鉦割42-1　1-145号 

大住東村38

田辺沓脱40

草内操毛1-7
薪山垣外94

62-2199
住所 電話 名前 

62-0781
62-0230
65-1551

62-0171
62-4322

62-4596

62-2217

■主任児童委員 

草内民生児童委員 
協議会 

三山木普賢寺民生
児童委員協議会 

田辺民生児童委員 
協議会 

大住民生児童委員 
協議会 

宮 川 美 枝  

輕 野 文 雄  
田中恭之助 

上 村 善 彦  
上 村 幹 子  

濱 田 惠 子  
河 原 和 子  

藤 田 茂 隆  

和 泉 幸 子  
大辻伊和夫 

奥 西 　 進  

岡 嶋 利 朗  
谷村貴代子 

奥　美惠子 
森 下 愼 吾  

河原神谷69　府営住宅6-202

東鍵田13

興戸南落延18-10

草内鐘鉦割42-14　2-117号 
草内南垣内41-3

東西神屋102-27

草内五反田28-9

草内八田7-73
東古森45-1

東西神屋99-11
東西神屋111-12

東古森79

草内穴口20
草内中垣内40

大 西 　 實  

飯岡東原48
草内宮ノ後47

飯岡南原35-2

谷 口 二 郎  

中田千枝子 
堀 井 幸 子  
藤 見 三 男  

野 添 清 子  
西田ちF子 

東 谷 美 樹  

稲葉由起子 

草内法福寺14-4

齊 藤 廉 男  
橋 本 政 子  

四 宮 節 子  

河原神谷69　府営住宅3-505
河原東久保田3　府営住宅15-113

河原東久保田3　府営住宅15-207

草内八田16-3

河原神谷69　府営住宅3-104

河原神谷69　府営住宅4-505

河原室垣外6　府営住宅10-202

63-5429

河原東久保田3　府営住宅14-204
河原東久保田3　府営住宅12-306

担当地域 
62-5192

住所 電話 名前 

63-2582
62-5581
62-5557
63-7280

62-9511
62-7437

62-7454
62-5637

62-8761

62-8290

62-6616

草

内

民

生

児

童

委

員

協

議

会

 

62-3954

62-2618

62-0937
62-3655
65-4321

62-1466

62-1897

63-0481
62-2914

62-2757

62-1891

62-0914
62-1361

62-5117

田 川 政 子  

井 上 孝 雄  
稲 川 康 子  

山田喜代子 
大 矢 晶 子  

中 冨 忠 則  
藤 澤 　 茂  

岡 田 彰 夫  

三山木七瀬川3-16

天王下垣内31

三山木谷垣内12-1

打田宮本1

高船里144

宮津灰崎73-3
宮津白山3

普賢寺下大門62
水取高井鎌17

多々羅西平川原5

上 田 　 一  

永島千代子 

和 田 正 勝  
姫 野 有 三  
北 川 惠 子  

中 川 初 子  
川原林行雄 

杉 本 邦 典  

岸 本 敏 和  

三山木善入山55

北川多紀夫 
水 山 良 子  

中 川 夛 平  

三山木芝山10
三山木南山18-1

三山木柳ケ町51

三山木西ノ河原40-3

三山木垣ノ内14

三山木上谷浦16

三山木西角田16

62-3745

三山木八反坪65
三山木八反坪56

二 又

山 崎
出 垣 内  
南 山 西  

高 木
同志社住宅 

普 賢 寺  
水 取

天 王
打 田

多 々 羅  

高 船

宮 ノ 口  
江 津

62-1153

62-2260
62-2071
62-1100
63-5289

65-3688
62-3353

62-7120
62-1870

62-7369

62-1818

62-1257

三
山
木
普
賢
寺
民
生
児
童
委
員
協
議
会
 

62-2178

65-0257
65-0412

65-0438

62-2517

65-0120
62-2991

■区域担当委員 

府営住宅 

新 興 戸  

東 

草 内

飯 岡

山 本

南 山 東  

吉村文子  

菊岡三美子 
橋本洋子  

青木二三代 
橋本信雄  

小畠壽子  
岡本悦子  

小林正昌  

北村節子  

神谷ミチヨ 

我堂敬典  

中嶋孝子  

平井明榮  

井上正俊  

石井一美  

久納冨美江 

金山　惠  

山手南1-4-1 B-803

塩 E　洋 

藁谷正子  
島岡嗣郎  

豊 繁  
D岡壽子  

松井里ケ市77

大住関屋31-8

大住ケ丘4-13-1

大住関屋18
大住責谷18-4

大住三野3

大住野上65-30

大住ケ丘5-2-20
大住ケ丘5-10-8

大住東村38
大住岡村39

大住西角73

大住平谷8-102

山手東1-18-12

山手東1-21-10

大住責谷31-16

G本H美  

山手南4-5-2

山手東1-13-3

花住坂1-3-3
大住責谷16-3

花住坂3-18-2
花住坂2-16-1

山手南4-9-16

小峰イサヨ 

堀 　 勇  
前川初雄  
石倉淳子  

立石禮次郎 
藤本利枝  

三島哲三  

吉永美智江 

大住ケ丘3-18-7

今井秀夫  
大日方千賀子 

馬谷孝子  

大住ケ丘1-18-9
大住ケ丘1-23-8

松井ケ丘4-8-14

大住ケ丘2-15-3

松井里ケ市55

大住ケ丘2-3-11

松井ケ丘1-14-16

63-1499

松井ケ丘1-17-8
松井ケ丘1-8-20

山下　隆  山手南1-4-1 D-1503

担当地域 

東 林
岡 村
三 野

西 八

62-5028
住所 電話 名前 

62-7618
62-6126
63-3812
63-2827

62-8009
63-3238

62-6443
63-5214

62-2531

63-0235

65-1568

大

住

民

生

児

童

委

員

協

議

会

 

63-2444

65-4760

62-0336
62-8562
62-2480

62-2620

62-2492

62-3325
62-3288

63-1055

63-6443
65-5718

63-6244

63-4540

63-7657
65-3409

63-5771

64-3366
64-3714

65-3468

65-5002
65-2929

■区域担当委員 

國田智惠子 

杉本美代子 
玉井和子  

垣見　悌  
北川利夫  

北尾よう子 
谷川瑛子  

中西謙治郎 

中川陽之助 

小川善巳  

儀俄幹子  

南　雅朗  

億　みき  

玉島郁子  

北川恒代  
中川容子  

北纓和子  
寺本綾乃  

薪桑ノ木2-30

興戸若宮58

田辺沓脱18

興戸南鉾立4-1
興戸南鉾立19

興戸郡塚3-4

興戸町田1

田辺竹ノ脇55
薪長尾谷36-15

薪長尾谷22-23
田辺狐川162-12

田辺狐川125-4

河原里ノ内31

河原平田13-17

河原里ノ内33-2

吉川節子  

田辺勇田80-31

田辺平田15-37
田辺平田15-17

河原御影36-10
河原御影30-56

市川之司  

加藤一雄  
稲田春政  
山村欽也  

西川千代子 
加藤雅美  

田邊ますみ 

小林江美子 

田辺南里9

小林　豊  
下村喜久子 

岡田ゆき子 

田辺稲葉23
田辺北川22

薪石ノ前13

田辺津田30

薪名松38-3

田辺久戸41

薪山垣外72

62-5377

薪東沢28
薪城ノ内6-1

62-0283

62-2203
62-0589
62-0606
62-2190

62-3020
62-0962

62-2860
62-1665

62-8614

62-0427

62-0862

田

辺

民

生

児

童

委

員

協

議

会

 

63-2172

62-1379

63-7656
62-0137
62-0477

62-8188

63-0501

62-9225
62-8805

62-2915

63-4617
62-3449

63-7266

62-5269

62-6898
62-5915

62-5281

松 井

松井ケ丘  

大 住ケ丘  

健 康 村  

健 康ケ丘  

花 住 坂  

山手東・中央 

山 手 南  

薪 

田 辺

一休ケ丘  

興 戸

河 原

新田辺西住宅 

新田辺東住宅 

○身体障害者相談員 

○知的障害者相談員 

青木登久子 

玉嶋久興  

対象 

中川善一  肢体 

肢体 

肢体 

聴覚 

氏名 

�62-8683

�63-3730

�62-1471

問合せ先 

山田光夫  

視覚 内野正光  

�63-5261

�63-4122

森 永 常 子  

氏名 

片 保 桂 子  

�63-2107

�62-7569

問合せ先 

風
し
ん
予
防
接
種
を

再
度
実
施
し
ま
す

市
は
予
防
接
種
法
の
改
正
に

伴
い
、
１４
歳
以
上
２２
歳
未
満
の

民生委員・児童委員を改選 民生委員・児童委員を改選 
福祉に関する相談など受け付けます

寄

付

 

人

事

 

表

彰

表

彰

 

表

彰

◎
体
育
指
導
委
員
功
労
者
・

文
部
科
学
大
臣
表
彰
…
奥
西
弘

昌
さ
ん
（
草
内
）

中
途
失
明
の
人
対
象
に

生
活
指
導
員
を
派
遣

社
会
福
祉
法
人
紫
野
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
府
の
委
託
を
受
け

て
、
中
途
失
明
の
人
を
訪
問
し
、

相
談
・
指
導
を
行
う
中
途
失
明

者
巡
回
生
活
指
導
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）
▼
紫
野

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
�
０
７
５
・

３
３
３
・
０
１
７
１
）

海
外
留
学
の
セ
ミ
ナ
ー
と

講
演
会
を
開
き
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｃ
Ｃ
異
文
化

交
流
協
会
は
、「
こ
れ
か
ら
の

海
外
留
学
・
生
活
」
セ
ミ
ナ
ー

と
相
談
会
（
後
援
＝
京
都
府
な

ど
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
平
成
１４
年
１
月
２６
日

�
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

場
所
＝
京
都
ア
ス
ニ
ー
（
京

都
市
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

内
、
京
都
市
中
京
区
）

対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｊ
Ｃ
Ｃ
異
文
化
交
流
協
会

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル：

０
１
２

０
・
９
１
９
・
５
５
９
）

市役所庁舎. . . . . . . . . 12/29�～1/6�
常磐苑 . . . . . . . . . . . . 12/28�～1/6�
中央公民館. . . . . . . . . 12/30�～1/4�
北部住民センター . . . 12/30�～1/4�
中央図書館. . . . . . . . . 12/28�～1/4�
北部住民センター図書室. . 12/28�～1/4�
田辺中央体育館 . . . . . 12/28�～1/4�
田辺公園プール . . . . . 12/28�～1/4�
野外活動センター . . . 12/28�～1/4�

同
志
社
女
子
大
学
で

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

同
志
社
女
子
大
学
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま

す
。
み
な
さ
ん
お
揃
い
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１２
月
２２
日
�
午
後
２

時
か
ら
（
開
場
＝
午
後
１
時
３０

分
）場

所
＝
同
志
社
女
子
大
学
京

田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
新
島
記
念
講

堂
内
容
＝
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

フ
ア
ン
・
マ
リ
ア
・
ペ
ド
レ
ロ

さ
ん
に
よ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

演
奏曲

目
＝
▼
「
前
奏
曲
と
フ
ー

ガ
（
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
）」
▼

「
神
は
わ
た
し
た
ち
と
と
も
に

（
メ
シ
ア
ン
）」
な
ど

入
場
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
同
志
社
女
子
大

学
音
楽
学
科
事
務
室
（
�
６５
・

８
５
０
１
）

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

大
住
中
学
校
吹
奏
楽
部

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
１２
月
２２
日
�
午
後
２

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的

障
害
者
相
談
員
は
、
障
害
者
の

方
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
自
立

更
生
に
つ
い
て
の
援
助
・
指
導

を
行
い
ま
す
。
悩
み
ご
と
や

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
人

は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

１２
月
１
日
付
け
で
本
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
改
選
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
担
当
地
区
を
も
っ
て
活
動
さ
れ
る
区
域

担
当
委
員
が
１
１
２
人
、
主
と
し
て
児
童
問
題
に

関
す
る
活
動
を
さ
れ
る
主
任
児
童
委
員
が
８
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
子
育
て
か
ら
お
年

寄
り
の
介
護
ま
で
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
、
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
ご
と
に
民
生
児
童
委
員
協
議
会
を

組
織
し
、
関
係
機
関
や
関
係
団
体
と
も
協
力
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課
（
�
６４
・
１
３
７
１
）

い
。身

体
障
害
者
相
談
員
・
知
的

障
害
者
相
談
員
＝
左
表
の
と
お

り
問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
が

悩
み
や
相
談
に
応
じ
ま
す

人
で
、
中
学
２
年
生
時
に
接
種

対
象
者
で
あ
っ
た
人
で
、
未
接

種
の
人
に
再
度
接
種
の
機
会
を

提
供
す
る
た
め
に
、
風
し
ん
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
＝
平
成
１５
年
９
月

３０
日
ま
で

場
所
＝
市
内
の
委
託
医
療
機

関
（
送
付
し
た
は
が
き
に
掲
載

し
て
い
ま
す
）

対
象
＝
昭
和
５４
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
６２
年
１０
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
（
た
だ
し
、
風

し
ん
予
防
接
種
〈
Ｍ
Ｍ
Ｒ
を
含

む
〉
を
す
で
に
受
け
た
人
や
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ

る
人
を
除
き
ま
す
）

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受
診

票
と
個
別
接
種
用
予
診
票
を
送

付
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推

進
課
（
�
６４
・
１
３
３
４
）

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

時
〜
４
時
（
開
場
＝
午
後
１
時

３０
分
）

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

く
わ
し
く
は
、
大
住
中
学
校

小
野
、
山
7
（
�
６２
・
８
８
８

９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

専
門
員
に
よ
る

難
病
の
個
別
相
談

田
辺
保
健
所
は
、
筋
肉
や
神

経
系
の
難
病
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
や
手
足
が
や
せ
て
力
が
入

ら
な
い
、
手
が
ふ
る
え
る
、
歩

き
に
く
い
な
ど
の
神
経
症
で
お

困
り
の
人
に
対
し
て
、
専
門
員

に
よ
る
個
別
相
談
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
平
成
１４
年
１
月
１８
日

�
午
後
２
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
保
健
所

内
容
＝
個
別
相
談
（
予
約
制

で
す
）

担
当
医
師
＝
国
立
療
養
所
南

京
都
病
院
神
経
内
科
の
杉
山
博

先
生申

込
方
法
＝
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
保

健
所
（
�
６３
・
５
７
４
５
、
�

６２
・
６
４
１
６
）

サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
に

つ
い
て
の
講
演
会

田
辺
保
健
所
は
、
サ
ル
コ
イ

ド
ー
シ
ス
で
療
養
さ
れ
て
い
る

人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
講

演
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
平
成
１４
年
１
月
１７
日

�
午
後
３
時
〜
５
時

場
所
＝
田
辺
保
健
所

テ
ー
マ
＝
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ

ス
に
つ
い
て

講
師
＝
京
都
大
学
医
学
部
付

属
病
院
呼
吸
器
内
科
の
長
井
苑

子
先
生

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
保

健
所
（
�
６３
・
５
７
４
５
、
�

６２
・
６
４
１
６
）


